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　【　第６回 東アジア選手権（U-22）　】

　第６回U-22東アジア選手権、日本チームの第2戦
はモンゴル。昨日のスカウティングでは、技術的なレ
ベルは高くないものの、ファイティングスピリットあふ
れる激しい攻守が特徴的である事を確認。このゲー
ムでのキーワードは、コート上でのコミュニケーショ
ン、バックチェックのポジショニング、DFでのファース
トコンタクトの強度、OFでの２人目・３人目へのつな
ぎの４つ。そして、アップ前に植松監督から日本を代
表して戦うことの意味・姿勢、そして代表選手に求め
られる姿の話をされ、モチベーションを最高潮にモン
ゴル戦に臨んだ。
　試合はモンゴルのスローオフで始まる。いきなり虚
をついたシュートを放つが、これを昨日試合出場の
なかったGK八村が反応、それを速攻でつなぎ、佐藤
がシャープなミドルで決める。その後も、角本・吉田
を中心としたDFで凌ぎ、金津・可児・石嶺の速攻に
つなげ、前半5分には４−０とする。その後も安定した
センターラインのDFが失点を最小限に抑え、攻めて
は石嶺・蔦屋・可児の連続速攻、さらに久保寺のロ
ング、金津のカットインでリードを広げる。そして、可
児・蔦屋・金津がWスカイを決め会場を沸かせ、前半
を２１−８で折り返す。
　後半スタートは、清水の速攻、安平のタップパスか
らの吉田のポストで加点。焦りと疲労からラフになる
モンゴルDFに対し、冷静に対応。センター安平のコ
ントロールから、山口・吉田・石嶺・梶山が生かされ
追加点。安平は自ら得た７ｍＴでも一回転する
シュートで会場を沸かした。４５ー１３で勝利、失点は
１５点以内という目標も達成できた。明日はフル代
表選手を要する台湾代表である。厳しい戦いが予想
されるが、チームの心を一つに、まずは一つ目の困
難を突破したい。
　なお、この試合のベストプレーヤーには蔦屋大雅
が選ばれた。
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